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北海道森林管理局 

今月のトピック 

国有林林道のこれまでの復旧と今後について 



昨
年
の
夏
、
北
海
道
に
相
次

い
で
襲
来
し
た
台
風
７
号
、
９

号
、
10
号
、
11
号
が
も
た
ら
し

た
一
連
の
大
雨
に
よ
る
河
川
の

氾
濫
や
浸
水
に
よ
り
、
道
内
の

道
路
や
農
地
は
甚
大
な
被
害
を

受
け
ま
し
た
。

国
有
林
林
道
に
お
い
て
も
被

災
状
況
は
深
刻
で
あ
り
、
全
道

で
被
災
し
た
路
線
数
は
、
軽
微

な
被
災
を
含
め
る
と
全
路
線
の

約
40
％
に
あ
た
る
約
１
６
０
０

路
線
に
達
し
、
被
災
箇
所
数
は

約
２
１
０
０
箇
所
、
被
害
金
額

は
約
１７

億
５
千
万
円
に
及
び
ま

す
。今

春
か
ら
本
格
的
な
復
旧
工

事
を
始
め
て
お
り
、
今
年
度
は

47

路
線

73

箇
所
の
復
旧
を
予

定
し
て
い
ま
す
。

河
川
が
増
水
し
て
崩
落
し
た

橋
を
復
旧

金
の
沢
林
道
災
害
復
旧
工
事

所
在
市
町
村
：
南
富
良
野
町

台
風

１０
号
の
影
響
に
よ
り
、

８
月
30
日
に
集
中
豪
雨
が
発
生

し
ま
し
た
。
こ
の
豪
雨
に
よ
っ

て
、
金
の
沢
林
道
を
横
断
し
て

流
れ
る
ル
ー
マ
ン
ソ
ラ
プ
チ
川

が
増
水
し
、
金
の
沢
橋
（
Ｓ
44
竣

工
・
橋
長
20
・
50
ｍ
）
が
崩
落

し
て
流
出
し
ま
し
た
。

被
災
後
、
橋
が
あ
っ
た
箇
所

は
川
幅
が
大
き
く
広
が
り
、
河

川
の
一
部
に
な
っ
て
い
ま
す
。

流
出
し
た
橋
台
と
橋
梁
は
約
１００

ｍ
以
上
下
流
に
流
さ
れ
て
お
り
、

短
時
間
で
異
常
増
水
し
た
こ
と

が
想
定
さ
れ
ま
す
。

               

既
設
の
橋
の
補
修
は
困
難
な

こ
と
か
ら
、
来
年
３
月
ま
で
の

工
期
で
新
設
を
予
定
し
て
お
り
、

平
成
30
年
か
ら
の
利
用
開
始
を

予
定
し
て
い
ま
す
。

                  

復

旧

事

例

１

■被災後約 100m 下流に流された橋梁部

■被災前 金の沢橋竣工時（昭和 44 年完成当時）

■被災後 増水により橋が完全に流出（下流部から撮影）

■被災後 約 200m 下流に流された橋台部

■復旧後のイメージ 金山橋（恵庭市国有林 H28 竣工）

２



河
川
が
増
水
し
て
決
壊
し
た

林
道
を
復
旧

石
山
北
清
水
林
道
災
害
復
旧
工

事所
在
地
市
町
村
：
清
水
町

台
風

１０
号
の
影
響
に
よ
り
、

８
月
３０

日
か
ら
３１

日
未
明
に

か
け
て
集
中
豪
雨
が
発
生
し
ま

し
た
。
こ
の
豪
雨
に
よ
っ
て
石

山
北
清
水
林
道
沿
い
に
流
れ
る

ペ
ケ
レ
ベ
ツ
川
が
増
水
し
て
道

路
を
侵
食
し
、
約
45
ｍ
に
わ
た

っ
て
林
道
が
決
壊
す
る
被
害
が

発
生
し
ま
し
た
。

復
旧
方
法
に
つ
い
て
は
、
盛

土
だ
け
で
は
道
路
が
造
成
で
き

な
い
こ
と
、
今
後
、
同
様
の
豪

雨
が
あ
っ
た
場
合
に
土
石
流
等

の
発
生
が
予
見
さ
れ
る
こ
と
か

ら
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
擁
壁
を
設

置
し
て
路
体
の
安
定
を
図
る
こ

と
に
し
ま
し
た
。

今
年
の
春
先
に
復
旧
工
事
に

着
手
し
て
お
り
、
秋
頃
の
完
成

を
見
込
ん
で
い
ま
す
。
利
用
開

始
は
平
成
30
年
を
予
定
し
て
い

ま
す
。

北
海
道
森
林
管
理
局
で
は
、

台
風
災
害
が
発
生
し
た
後
、
被

災
地
点
の
奥
に
取
水
施
設
が
あ

る
林
道
な
ど
、
地
域
の
住
民
の

方
の
生
活
に
直
結
す
る
林
道
を

最
優
先
で
復
旧
し
て
き
ま
し
た
。

ま
た
、
林
道
が
被
災
し
て
、

車
両
の
通
行
が
で
き
な
く
な
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
森
林
の
手
入

れ
が
で
き
ず
公
益
的
機
能
の
発

揮
に
支
障
が
生
じ
た
り
、
間
伐

等
に
遅
れ
が
生
じ
て
木
材
供
給

に
影
響
を
与
え
た
り
な
ど
、
林

道
本
来
の
目
的
が
果
た
せ
な
く

な
り
、
地
域
に
与
え
る
影
響
は

少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

今
後
、
森
林
整
備
に
遅
れ
を

生
じ
さ
せ
な
い
よ
う
災
害
復
旧

事
業
を
本
格
化
さ
せ
て
、
林
道

の
復
旧
に
取
り
組
ん
で
い
く
考

え
で
す
。

昨
年
の
被
災
規
模
は
過
去
経

験
し
た
こ
と
が
な
い
ほ
ど
大
き

く
、
復
旧
に
は
長
い
年
月
が
か

か
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
ま
す
。

皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

な
お
、
被
災
し
た
林
道
の
う

ち
、
登
山
口
に
至
る
林
道
に
つ

い
て
は
、
安
全
確
保
の
た
め
、

車
両
の
乗
り
入
れ
は
も
と
よ
り
、

徒
歩
で
の
入
山
も
ご
遠
慮
い
た

だ
い
て
い
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

詳
し
く
は
、
管
轄
す
る
各
森
林

管
理
署
に
お
問
い
合
わ
せ
願
い

ま
す
。

ま
た
、
北
海
道
森
林
管
理
局

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
お
い
て
、
林

道
の
通
行
規
制
（
規
制
中
・
規

制
解
除
）
の
状
況
に
つ
い
て
、

お
知
ら
せ
を
し
て
お
り
ま
す
の

で
ご
活
用
下
さ
い
。

通
行
規
制
し
て
い
る

主
な
山
岳
等

●
日
高
町

沙
流
岳
・
ペ
ン
ケ

ヌ
ー
シ
岳

等

●
夕
張
市

夕
張
岳

●
上
川
町

沼
ノ
原
・
石
狩
岳

五
色
岳

●
美
瑛
町

三
川
台
・
扇
沼
山

●
清
水
町

芽
室
岳

●
帯
広
市

十
勝
幌
尻
岳

●
大
樹
町

ペ
テ
ガ
リ
岳

●
上
士
幌
町
ウ
ペ
ペ
サ
ン
ケ
山

ニ
ペ
ソ
ツ
山

等

●
新
得
町

十
勝
岳
東
大
雪
ル

ー
ト
・
ヌ
プ
ン
ト

ム
ラ
ウ
シ
温
泉
等

●
北
見
市

武
華
岳

●
南
富
良
野
町
夕
張
岳
（
金
山

側
）

●
足
寄
町

ク
マ
ネ
シ
リ
岳
・

南
ク
マ
ネ
シ
リ
岳

（
森
林
整
備
第
二
課
）

復

旧

事

例

２

こ
れ
ま
で
の
復
旧
概
要
と

今
後
の
復
旧
計
画
に
つ
い
て

通
行
規
制
し
て
い
る

主
な
山
岳
等

■被災後、河川の増水で浸食された林道■復旧イメージ草笛林道災害復旧工事（千歳市 H28 年竣工）

http://www.rinya.maff.go.jp/hokkaido/ 



網
走
東
部
流
域
の
民
有
林

に
お
い
て
は
、
市
町
村
森
林

整
備
計
画
実
行
管
理
推
進
チ

ー
ム
等
に
よ
り
、
伐
採
後
の

造
林
未
済
地
の
解
消
に
向
け

た
対
策
へ
の
取
組
が
行
わ
れ

て
い
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、

植
栽
等
に
よ
る
伐
採
跡
地
の

更
新
が
行
わ
れ
て
い
な
い
箇

所
が
散
見
さ
れ
、
造
林
未
済

地
が
減
少
し
て
い
な
い
現
状

に
あ
り
ま
す
。

こ
の
た
め
、
造
林
の
作
業

工
程
や
育
林
コ
ス
ト
の
縮
減

に
よ
り
、
森
林
所
有
者
の
造

林
意
欲
の
向
上
を
図
り
、
再

造
林
を
推
進
す
る
こ
と
が
地

域
全
体
の
課
題
と
な
っ
て
い

ま
す
。

コ
ン
テ
ナ
苗
に
よ
る
造
林

コ
ス
ト
縮
減
に
向
け
た
取
組

苗
木
の
植
付
や
育
林
に
お

け
る
初
期
段
階
の
コ
ス
ト
を

縮
減
す
る
た
め
、
コ
ン
テ
ナ

苗
が
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

コ
ン
テ
ナ
苗
の
メ
リ
ッ
ト

と
し
て
は
、
①
こ
れ
ま
で
の

苗
木
と
異
な
り
根
が
培
土
に

覆
わ
れ
て
い
る
た
め
、
植
栽

適
期
の
拡
大
が
可
能
、
②
パ

レ
ッ
ト
に
乗
せ
た
ま
ま
運
搬

が
可
能
、
③
形
状
が
均
一
で

活
着
が
よ
い
、
④
機
械
化
さ

れ
た
工
場
生
産
に
よ
る
育
苗

が
可
能
、
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
ら
に
よ
り
、
作
業
工
程

の
縮
減
や
そ
れ
に
伴
う
コ
ス

ト
の
縮
減
等
が
期
待
さ
れ
て

い
ま
す
。

コ
ン
テ
ナ
苗
の
普
及
推
進

コ
ン
テ
ナ
苗
の
植
栽
に
は

専
用
の
器
具
が
あ
り
ま
す

が
、
多
く
は
外
国
製
で
、
笹

の
根
や
石
礫
の
有
無
な
ど
作

業
条
件
に
よ
り
使
用
で
き
な

い
も
の
も
あ
り
、
重
量
も
大

き
い
こ
と
か
ら
、
当
署
で
は

地
域
の
作
業
条
件
に
合
っ
た

コ
ン
テ
ナ
苗
植
付
器
具
の
改

良
や
作
業
工
程
改
善
に
向
け

て
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

関
係
機
関
等

と
連
携
し

て
、
ど
の
よ
う
な
場
所
で
も

使
用
で
き
、
根
鉢
の
形
状
に

合
わ
せ
た
植
穴
が
掘
れ
る
よ

う
に
改
良
を
行
っ
た
結
果
、

従
来
の
も
の
よ
り
も
、
軽
量

か
つ
安
価
な
植
付
器
具
を
作

製
し
ま
し
た
。
植
付
試
験
を

行
っ
た
結
果
、
作
業
時
間
を

大
幅
に
短
縮
す
る
こ
と
が
で

き
た
と
こ
ろ
で
す
。
こ
う
し

た
取
組
に
つ
い
て
は
「
北
の

国
・
森
林
づ
く
り
技
術
交
流

発
表
会
」
や
「
北
海
道
森
づ

く
り
研
究
成
果
発
表
会
」
な

ど
で
報
告
を
行
い
ま
し
た
。

こ
の
ほ
か
、
民
有
林
で
の

コ
ン
テ
ナ
苗
植
栽
時
に
改
良

し
た
植
付
器
具
等
の
説
明
や

技
術
指
導
・
支
援
を
行
い
地

域
へ
の
普
及
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

    

ま
た
、
現
状
で
は
コ
ン
テ

ナ
苗
の
生
産
コ
ス
ト
は
今
ま

で
の
苗
木
生
産
と
比
較
し
て

高
い
こ
と
か
ら
、
コ
ン
テ
ナ

苗
の
生
産
業
者
と
意
見
交
換

を
行
い
、
生
産
性
分
析
等
に

よ
り
ボ
ト
ル
ネ
ッ
ク
の
解
消

向
け
て
情
報
共
有
を
図
っ
て

い
ま
す
。

林
業
全
体
の
低
コ
ス
ト
化
に

向
け
て

当
署
に
お
い
て
は
、

伐

採
・
搬
出
か
ら
植
栽
ま
で
を

一
連
で
行
う
一
貫
作
業
シ
ス

テ
ム
の
実
施
を
通
じ
て
、
コ

ン
テ
ナ
苗
等
の
取
組
に
よ
る

造
林
の
低
コ
ス
ト
化
、
伐
採

搬
出
の
生
産
性
向
上
に
取
り

組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り

引
き
続
き
、
地
域
の
現
状
に

あ
っ
た
林
業
全
体
の
低
コ
ス

ト
化
に
向
け
て
関
係
機
関
と

連
携
を
図
り
な
が
ら
地
域
の

課
題
解
決
に
向
け
て
取
組
を

推
進
し
て
い
く
考
え
で
す
。

改良した 

植付器具 

コンテナ苗(トドマツ) 

民有林での植栽 



当
事
務
所
は
、
北
海
道
の
北

東
部
、
滝
上
町
に
あ
る
国
有
林
の

う
ち
、
市
街
地
に
ほ
ど
近
い
約
７
，

７
０
０
ヘ
ク
タ
ー
ル
を
森
林
官

１
名
と
森
林
官
補
１
名
で
管
理

し
て
い
ま
す
。

滝
上
町
と
言
え
ば
、
有
名
な
の

は
芝
ざ
く
ら
で
す
ね
。
ピ
ン
ク
色

の
絨
毯
が
山
を
覆
い
尽
く
す
景

色
は
美
し
く
、
町
外
か
ら
も
毎
年

沢
山
の
方
が
訪
れ
ま
す
が
、
滝
上

町
は
森
林
率
が
９０
％
を
超
え
る

林
業
の
町
で
も
あ
り
ま
す
。
写
真

の
芝
ざ
く
ら
滝
上
公
園
の
上
に

見
え
る
森
林
は
、
当
事
務
所
の
管

轄
す
る
国
有
林
で
す
。

こ
こ
か
ら
は
、
当
事
務
所
の

普
段
の
仕
事
に
つ
い
て
、
紹
介
し

ま
す
。
西
紋
別
支
署
は
道
内
で
も

木
材
生
産
量
の
多
い
署
で
あ
り
、

平
成
29
年
度
は
２
万
５
千
㎥
の

素
材
生
産
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

当
事
務
所
で
も
、
間
伐
や
主
伐
期

を
迎
え
た
人
工
林
の
帯
状
皆
伐

（
誘
導
伐
）
な
ど
の
事
業
を
行
っ

て
い
ま
す
。

ま
ず
は
、
伐
採
で
す
。
実
際
の

伐
採
作
業
は
民
間
の
造
材
業
者

が
行
い
、
森
林
官
は
事
業
の
監
督

を
行
い
ま
す
。
主
伐
期
を
迎
え
た

40
年
～
60
年
生
の
木
は
太
く
、

重
機
を
用
い
た
作
業
は
、
非
常
に

迫
力
が
あ
り
ま
す
。

皆
伐
の
場
合
は
、
伐
採
し
た
跡

に
造
林
の
作
業
を
行
い
ま
す
。
近

年
は
、
造
林
の
作
業
も
増
え
て
き

て
お
り
（
平
成
29
年
度
は
約

55

㏊
）
、
地
域
で
も
作
業
の
省
力
化

と
低
コ
ス
ト
化
が
課
題
に
な
っ

て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
当
事
務
所

で
は
、
そ
れ
ら
の
課
題
解
決
に
向

け
、
低
密
度
植
栽
試
験
地
を
設
定

し
て
い
ま
す
。
低
密
度
植
栽
試
験

地
で
は
、
昨
年
度
、
苗
の
間
隔
や

列
の
間
隔
の
異
な
る
い
く
つ
か

の
区
画
に
植
栽
を
行
い
、
㏊
当
た

り
の
植
栽
本
数
を
千
本
～
２
千

本
ま
で
、
４
つ
に
区
分
し
て
植
え

付
け
ま
し
た
。
今
後
は
成
長
の
比

較
な
ど
を
行
っ
て
い
く
予
定
で

す
。
こ
う
し
た
試
験
的
な
試
み
は
、

初
め
て
の
こ
と
ば
か
り
な
の
で
、

試
行
錯
誤
し
な
が
ら
進
め
て
い

る
状
況
で
す
が
、
新
し
い
技
術
に

触
れ
る
新
鮮
さ
、
面
白
さ
も
あ
り

ま
す
。

林
道
の
維
持
・
管
理
も
大
切
な

仕
事
の
ひ
と
つ
で
す
。
昨
年
は
、

北
海
道
に
３
つ
の
台
風
が
上
陸

し
ま
し
た
が
、
当
事
務
所
で
も
林

道
を
中
心
に
大
き
な
被
害
を
受

け
ま
し
た
。
災
害
の
時
は
、
迅
速

に
被
害
状
況
を
確
認
す
る
こ
と

が
必
要
な
た
め
、
日
頃
か
ら
、
壊

れ
や
す
い
箇
所
を
把
握
し
た
り
、

排
水
設
備
の
手
入
れ
を
し
た
り
、

こ
ま
め
に
林
道
を
見
て
回
っ
て

い
ま
す
。

巡
視
の
最
中
に
は
野
生
動
物

に
出
会
う
こ
と
も
あ
り
、
そ
ん
な

と
き
は
、
大
自
然
の
中
で
働
い
て

い
る
こ
と
を
実
感
し
つ
つ
、
可
愛

い
姿
に
癒
や
さ
れ
ま
す
。

現
代
の
生
活
で
は
実
感
す
る

こ
と
が
少
な
い
で
す
が
、
森
林
に

は
様
々
な
恵
み
が
あ
り
ま
す
。
で

き
る
だ
け
沢
山
の
方
々
が
、
そ
れ

ら
の
恩
恵
を
受
け
ら
れ
る
よ
う

に
、
地
域
の
豊
か
な
森
林
を
守
り
、

活
用
し
な
が
ら
、
次
世
代
に
つ
な

い
で
い
く
こ
と
。
そ
の
た
め
に
技

術
を
磨
き
、
地
域
の
声
に
耳
を
傾

け
な
が
ら
、
こ
れ
か
ら
も
日
々
の

業
務
に
励
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

こんにちは
網走西部森林管理署 

西紋別支署 

北雄森林事務所 

森 林 官 山  中 泰 広 

森林官補 海老沼 ちひろ 
森 林 官 です! 

芝ざくら滝上公園と国有林 

帯状皆伐地の地拵後の様子 

林道で出会ったエゾタヌキ 

◇
伐
っ
て
植
え
る
◇

◇
林
道
の
管
理
◇

◇
お
わ
り
に
◇



今
回
は
、
数
あ
る
会
議
の
中
か

ら
「
河
川
工
作
物
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

会
議
（
河
川
Ａ
Ｐ
）
」
に
お
け
る

課
題
や
取
り
組
み
を
紹
介
い
た

し
ま
す
。

こ
の
会
議
は
知
床
世
界
自
然

遺
産
地
域
科
学
委
員
会
の
下
に
、

急
務
の
課
題
に
対
応
す
る
た
め

に
設
置
さ
れ
た
も
の
で
す
。
委
員

（
研
究
者
な
ど
の
専
門
家
）
、
関

係
行
政
機
関
、
地
元
自
治
体
、
事

務
局
か
ら
成
り
、
北
海
道
森
林
管

理
局
は
事
務
局
と
し
て
会
議
の

運
営
等
を
行
っ
て
い
ま
す
。
年
に

二
回
程
度
開
催
さ
れ
ま
す
。

こ
の
会
議
は
、
ユ
ネ
ス
コ
（
国

際
連
合
教
育
科
学
文
化
機
関
）
の

世
界
遺
産
委
員
会
に
お
い
て
指

摘
さ
れ
た
事
項
の
う
ち
、
「
世
界

遺
産
地
域
内
の
河
川
を
よ
り
自

然
に
近
い
形
に
す
る
こ
と
」
と
い

う
課
題
を
扱
っ
て
い
ま
す
。

具
体
的
に
は
、
河
川
の
流
れ
の

変
化
や
サ
ケ
科
魚
類
の
遡
上
と

産
卵
を
妨
げ
な
い
よ
う
、
ダ
ム
と

橋
を
改
良
す
る
か
撤
去
す
る
よ

う
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

ま
ず
、
ダ
ム
に
つ
い
て
は
、
ダ

ム
の
一
部
分
を
取
り
除
い
て
改

良
す
る
こ
と
を
検
討
し
て
い
ま

す
。
会
議
で
は
、
取
り
除
く
位
置

や
手
法
等
を
議
論
し
て
い
ま
す
。

ダ
ム
に
は
、
土
砂
流
出
を
防
ぐ
な

ど
の
防
災
機
能
が
あ
り
ま
す
。
ダ

ム
の
防
災
機
能
を
維
持
し
つ
つ
、

自
然
に
近
い
形
に
戻
す
こ
と
を

目
指
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
改
良
工
事
に
は
時
間

が
か
か
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
応
急

措
置
と
し
て
、
ダ
ム
の
下
流
に
石

を
積
む
こ
と
で
、
魚
が
遡
上
し
や

す
い
環
境
を
作
り
ま
し
た
。

橋
に
つ
い
て
は
、
橋
の
代
わ
り

に
「
河
床
路
（
か
し
ょ
う
ろ
）
」

を
導
入
す
る
こ
と
が
案
の
一
つ

と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
河

川
の
浅
瀬
を
車
両
が
通
行
す
る

も
の
で
す
。
橋
が
あ
る
と
、
河
川

の
形
が
自
然
に
変
化
す
る
こ
と

を
妨
げ
て
し
ま
う
た
め
、
こ
の
よ

う
な
手
法
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

ど
ち
ら
も
検
討
段
階
で
あ
り
、

こ
れ
か
ら
も
試
行
を
重
ね
て
、
よ

り
良
い
方
法
を
議
論
し
て
参
り

ま
す
。

な
ぜ
、
橋
を
撤
去
す
る
だ
け
で

は
な
く
、
代
わ
り
が
必
要
な
の
で

し
ょ
う
か
。
そ
れ
は
、
橋
を
利
用

す
る
地
元
の
方
々
が
い
る
か
ら

で
す
。
知
床
が
世
界
遺
産
に
な
る

ず
っ
と
前
か
ら
、
知
床
の
自
然
と

共
存
し
、
生
活
し
て
い
ま
す
。
こ

う
し
た
地
域
の
方
々
が
理
解
し

て
納
得
で
き
る
よ
う
、
丁
寧
に
説

明
し
て
い
く
こ
と
も
大
切
な
仕

事
で
す
。

こ
れ
か
ら
も
、
多
く
の
方
々
と

協
力
し
な
が
ら
、
知
床
の
自
然
を

よ
り
良
い
形
で
保
全
す
る
た
め

に
尽
力
し
て
参
り
ま
す
。

ダムと石積み 

川を遡上するカラフトマス 

ルシャ川に架かる橋

《
課
題
》

《
地
域
の
方
々
と
と
も
に
》

《
取
り
組
み
》
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【
石
狩
地
域
森
林
ふ
れ
あ
い

推
進
セ
ン
タ
ー
】 

６
月
21

日
、
野
幌
国
有
林

に
お
い
て
「
野
幌
の
森
」
下

刈
り
を
実
施
し
ま
し
た
。

野
幌
森
林
公
園
は
、
平
成

16

年
の
台
風
に
よ
り
、
多
く

の
樹
木
が
被
害
を
受
け
、
そ

の
森
林
を
再
生
す
る
た
め

「
百
年
前
の
原
始
性
が
感
じ

ら
れ
る
森
林
」
を
目
標
に
『
み

ん
な
で
森
林
づ
く
り

よ
み

が
え
れ
！
「
野
幌
の
森
」
』
と

題
し
て
市
民
の
み
な
さ
ん
と

協
働
で
野
幌
の
森
の
再
生
を

進
め
て
い
ま
す
。

今
回
の
下
刈
り
は
、
10
回

目
の
開
催
と
な
り
、
ケ
ガ
も

な
く
無
事
終
え
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

【
日
高
南
部
森
林
管
理
署
】

６
月
２３
日
、
浦
河
町
立
浦

河
小
学
校
に
て
日
高
振
興
局

森
林
室
と
と
も
に
「
木
工
体

験
学
習
」
を
開
催
し
ま
し
た
。 

森
林
に
つ
い
て
の
説
明
や

コ
ー
ス
タ
ー
作
り
、
丸
太
切

り
体
験
を
行
い
ま
し
た
。
こ

の
機
会
を
通
し
て
、
森
林
の

大
切
さ
や
木
工
の
面
白
さ
を

知
っ
て
い
た
だ
け
た
と
思
い

ま
す
。

【
留
萌
北
部
森
林
管
理
署
】

６
月
２７
日
、
天
塩
町
立
天

塩
小
学
校
３
年
生
を
対
象
に

開
催
し
ま
し
た
。
こ
の
取
組

は
、
風
害
や
潮
害
か
ら
農
産

物
を
守
る
た
め
の
防
風
保
安

林
を
引
き
継
い
で
い
く
こ
と

を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

森
林
官
に
よ
る
「
森
の
は

た
ら
き
」
に
つ
い
て
講
義
を

行
っ
た
後
は
、
ド
ン
グ
リ
の

苗
木
を
ポ
ッ
ト
か
ら
移
す
作

業
を
行
い
ま
し
た
。
次
は
、

秋
に
植
樹
を
行
う
予
定
で
す
。 

【
上
川
南
部
森
林
管
理
署
】

６
月
29

日
、
南
富
良
野
町

と
上
川
南
部
森
林
管
理
署
の

共
催
で
「
木
質
バ
イ
オ
マ
ス

に
関
す
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
～

木
質
バ
イ
オ
マ
ス
を
活
用
し

た
地
域
創
生
を
考
え
る
～
」

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
地
域
住

民
や
行
政
関
係
者
な
ど
約

180

名
の
参
加
者
で
賑
わ
い
ま
し

た
。森

林
総
合
研
究
所
の
久
保

山
氏
の
講
演
や
パ
ネ
ル
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
地
域
材
の
活
用
を
ベ

ー
ス
に
石
油
燃
料
の
代
替
が

可
能
な
基
盤
作
り
の
実
現
な

ど
南
富
良
野
町
へ
の
期
待
が

高
ま
る
意
見
交
換
が
繰
り
広

げ
ら
れ
ま
し
た
。

 

【
日
高
北
部
森
林
管
理
署
】 

６
月
13
日
、
南
富
良
野
町

内
の
国
有
林
に
お
い
て
、
平

取
町
と
二
風
谷
観
光
振
興
組

合
の
職
員
と
と
も
に
ア
イ
ヌ

の
伝
統
的
衣
装
「
二
風
谷
ア

ゥ
ト
ゥ
シ
」
の
原
料
と
な
る
オ

ヒ
ョ
ウ
ニ
レ
の
樹
皮
採
取
を

行
い
ま
し
た
。

本
誌
の
表
紙
は
幹
の
根
元

に
入
れ
た
切
り
込
み
の
跡
か

ら
樹
皮
を
剥
い
だ
段
階
の
写

真
で
す
。

ま
た
、
オ
ヒ
ョ
ウ
ニ
レ
の

育
成
技
術
は
確
立
さ
れ
て
お

ら
ず
、
原
材
料
の
安
定
供
給

が
難
し
い
こ
と
か
ら
今
回
、

採
取
木
の
年
輪
調
査
も
併
せ

て
行
な
い
ま
し
た
。

 
検索 森もりスクエア 「各地からの便り」の詳細は 

参加されたみなさんお疲れ様でした 

アイヌ民族
伝統的衣装

「アットゥシ織」 

会場の様子 

各地からの便り 
浦河町立浦河小学校木工体験学習での作品です 
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1. 主旨 
主に札幌市内の公共施設等を夜間に開放し、各施設が
持っている専門分野や特色を生かした文化プログラム
を市民に提供する「カルチャーナイト」を北海道森林
管理局においても以下のとおり開催します

2. 開催日時
平成29 年7 月2１日（金）17:00～20:30

3. 開催場所
北海道森林管理局 1F ウッディホール
（札幌市中央区宮の森 3 条 7 丁目 70 番）

4. 内容 
当庁舎のウッディホールにおいて、以下のとおり木工
教室やパネル展を実施します
・木のタネの模型づくり 
・木のコースターづくり 
・おがくず粘土細工（もくねんさん） 
・森のしごと漫画展 

－お問い合わせ先－ 技術普及課 

担当：大塚 011-622-5245 

日時  7 月 27 日 (木) 9：30～15：00

2017 年 7 月 28 日 (金) 9：30～15：00

場所  北海道森林管理局 

（札幌市中央区宮の森 3条 7丁目 70番） 

－お問い合わせ先－ 技術普及課 011-622-5245 

乳しぼり・イカスミ・魚拓・書道 
・野菜袋詰め&出荷体験

もみすり&お米に
ついて学ぼう！ 

トラクターに
のってみよう

食事バランス 
ガイド輪投げ 

木のコースター& 
おがくず粘土工作 

さとうの 
ひみつ 

きぼうの 
プール 

山のお仕事 

体験コーナー& 

クイズもあるよ！

広報 「北の森林
も り

 国有林」7 月号 

発行 北海道森林管理局 

編集 総務企画部 企画課 

〒064-8537 札幌市中央区宮の森 

3 条 7 丁目 70 

ＩＰ電話 050-3160-6300

電  話 011-622-5213

F A X 011-622-5194

http://www.rinya.maff.go.jp/hokkaido/ 

8 月 11 日（金曜日） 

北海道森林スポーツフェスタ 2017in おたる 

（小樽市天狗山 おたる自然の村） 

－お問い合わせ先－

技術普及課 011-622-5245

折り紙で野菜
を作ろう！ 

カルチャーナイト 2017

８
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